児童虐待対応の現場から by 柳 真司
児童虐待対応の現場から
著者 柳 真司










は速報値で 10万 3,260 件。初めて 10万件を超えた。児童虐待防止法施
行前の平成 11年度と比べると約 9倍、10年前の平成 18年度と比べても、





























































年度 H23 H24 H25 H26 H27
埼 玉 県 4,504 4,769 5,358 7,028 8,387
中央児相 503 439 504 759 811
上 尾 市 164 157 197 233 284
虐待種別（Ｈ 27年度上尾市）
虐待種別 身体的虐待 ネグレクト 性的虐待 心理的虐待 計















虐待者 実父 実父以外の父 実母 実母以外の母 その他 計
















年齢別 ３歳未満 ３～学齢未満 小学生 中学生 高校生他 計
相談件数 59 82 93 39 11 284
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児童虐待への対応
　このような虐待に対し、私たちには 48時間ルールというものがある。
（13）
これは、通告があってから48時間以内に児童の安全を直接目視にて確認
するというものである。まずは早期に児童の安全を確認してから、個々の
対応を決めていくという方法を取り、その児童にあった支援を展開していく。
　そして市町村には、虐待の発生予防が求められる。特に育児不安のある
保護者への対応やハイリスクな家庭への支援が家族の孤立を防ぐことにな
る。
　今、子育てサロンなど子育て支援策の現場に少しずつ大学生が入り込ん
できている。これまでは子育てする側の支援策が中心であった。これから
は当事者の子どもたちへ直接支援ができないだろうか。
　上尾市では生活困窮家庭への学習支援を行っている。ここでは単に学習
を教えるだけでなく、進学相談や生活の悩みなどの相談も受けている。さ
らに対象者をひとり親家庭まで拡げ、貧困の連鎖を防止しようという取り
組みをしている。
　この学習支援に学生ボランティアを活用し、年代の近い大学生が相談を
受けることで、子どもたちも安心して話ができるものと思われる。
虐待を受けた子どもたちの居場所づくりへ若い力に期待したい。
平成 28年度児童虐待防止推進月間標語　　　　
　　「さしのべて　あなたのその手　いちはやく」
　 
